
1介

田
畑
忍
著
屡
需
教
授
)
人
物

児
惟

謙
Π
入
歴
史
学
会
編
集
、
完
行
所
、
東
京
、
占

川
弘
文
館
、
新
書
版
三
四
貞
定
価
.
四
0
円

明
治
え
表
す
る
偉
大
な
法
曹
人
、
児
島
惟
謙

の
伝
記
が
出
版
さ
れ
九
本
書
の
著
者
が
、
「
確

か
に
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
と
し
て
凱
筆
北
と

り
か
か
っ
た
機
縁
地
つ
い
て
は
次
の
よ
う
忙
記
せ

ら
れ
て
い
る
「
利
力
:
:
:
そ
の
伝
記
を
書
く
こ

と
に
な
っ
た
の
は
彼
の
本
家
の
若
き
「
卞
で
あ
る

緒
方
真
澄
心
の
修
士
論
文
の
指
導
と
、
児
島
惟
讓

研
究
を
私
が
激
励
し
た
こ
上
に
山
来
し
て
い
る
」

m
.
家
系
」
、
讐
示
諜
第
.
「
性
幌
」

と
申
M
き
す
す
め
ら
れ
、
第
四
「
大
津
卓
件
に
お
け

る
児
島
惟
謙
」
に
本
書
の
主
力
が
そ
そ
が
れ
て
い

る
。
時
の
大
審
院
長
と
し
て
、
し
か
も
仟
命
き
れ

て
数
日
後
、
突
発
的
に
起
こ
っ
た
大
津
事
件
揖

遇
し
て
、
遂
に
司
法
権
の
独
立
を
{
寸
る
使
命
を
喫

六
す
、
し
と
と
な
う
た
「
護
法
の
憐
人
」
が
も
っ
と

も
詳
し
く
記
述
き
れ
て
い
る
。
第
五
「
児
島
煤

と
教
育
鳴
業
」
に
お
い
て
、
と
く
ル
興
味
の
あ
る

の
は
彼
の
「
刷
志
社
大
学
登
器
に
対
す
る
援

助
で
あ
る
。
き
き
に
同
氏
が
、
大
阪
の
欝
院

長
に
在
仟
巾
、
新
島
先
牛
の
「
太
護
立
と
旨
意
」

に
共
鳴
す
る
と
上
も
に
、
詞
志
社
の
た
め
に
、
大

阪
方
面
托
お
け
る
募
金
の
勧
廷
~
つ
く
す
上
こ
ろ

も
す
く
な
く
な
い
彼
の
甥
の
緒
方
徳
一
郎
と
長

男
止
一
郎
の
教
育
を
新
島
先
生
に
托
し
て
、
黒

社
英
学
校
に
お
く
ら
れ
た
い
き
さ
つ
誕
し
く
述

ぺ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
最
後
忙
、
「
彼
の
現
代
と

の
関
係
北
お
い
て
」
家
・
水
三
郎
教
授
の
児
鳥
批
判

に
対
し
て
、
そ
の
駁
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
人

権
尊
重
江
徹
し
て
権
力
に
対
決
す
る
精
神
と
実
践

と
が
、
殊
に
憲
法
の
番
人
上
し
て
の
裁
判
官
に
期

待
さ
れ
る
」
所
以
が
説
か
れ
て
い
る
。
緑
陰
の
も

と
、
好
個
の
良
書
と
し
て
お
す
す
め
し
た
い

と

住
谷
悦
治
編
(
絲
滅
需
桜
)
日
本
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
問
題
」
発
行
所
、
東
[
小
、
み

す
喜
房
四
五
0
頁
定
価
三
0
0
円

本
書
は
同
志
社
大
学
人
文
科
誹
究
所
々
員
の

楡
父
集
で
あ
り
、
表
誓
あ
る
通
り
、
明
治
、
大

驫
、
昭
和
に
わ
た
る
キ
リ
ス
ト
教
奘
本
問
題
に
関

す
る
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
詞

研
究
所
は
昭
和
一
卜
一
郁
以
来
、
文
部
省
及
び
ハ

ー
バ
ー
ド
・
慈
小
研
究
所
か
ら
研
究
賓
の
助
成
を

受
け
て
、
 
1
明
治
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題

に
関
す
る
資
料
の
蒐
集
 
2
研
究
雑
誌
「
キ
リ
ス

ト
敦
社
公
問
題
」
の
発
行
を
続
け
て
来
た
。
と
こ

ろ
が
、
最
近
、
全
国
の
研
究
者
か
ら
既
発
表
論
ズ

の
Ⅲ
行
を
望
む
声
か
多
く
な
り
、
愛
望
二
応
え
て

本
書
を
套
^
す
る
こ
と
に
な
北
も
の
本
書
に

は
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
第
苫
弓
か
ら
等

号
ま
で
に
掲
載
き
れ
§
愛
論
文
が
集
め
ら
れ
て

い
る
筆
者
は
す
べ
て
同
志
社
の
教
職
員
で
、

谷
悦
治
・
明
治
キ
リ
ス
ト
敏
徒
の
社
会
主
義
愚
、

高
橋
虔
・
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教
、
篠
田

人
:
U
由
キ
リ
ス
ト
教
と
村
会
運
動
、
竹
中
正

犬
・
日
本
譯
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
問
題
、

田
畑
忍
・
内
村
鑑
,
二
の
戦
争
と
.
y
和
に
関
す
る
岐

治
点
、
士
杷
W
夫
・
内
村
鑑
:
ψ
無
敦
へ
論

本
書
は
通
常
の
伝
記
の
形
譜
と
ら
わ
れ
ず
、
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郎

中
島
重
の
社
会
哲
学
と
社
会
繋
督

田
密

.

教
、
杉
井
六
郎
・
諜
者
僻
か
ら
見
た
朋
治
初
期

外
人
宣
教
師
の
活
動
、
今
中
寛
司
・
横
井
小
楠
の

実
学
と
四
教
、
田
巾
良
・
熊
本
バ
ン
ド
と
刷
'

.
Ψ
林
:
芦
花
と
現
代
文
学
、
西
村
豁
通
・

、
・
f山
^
^
L
姦
力
^
^
^
、
」
局
^
"
^
^
・
山
^
^
^
^
カ

向
転
換
論
に
関
す
る
.
冴
察
、
小
角
襄
.
一
・
剤

絢
幸
助
と
そ
の
周
辺
、
岩
井
六
男
・
丹
波
地
力
忙

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
の
ほ
か
新
た
に
補

郎
・
岩
野
泡
鳴
と
キ
リ
ス
ト
教
、
住
谷
申
.
一
.

栂
外
新
聞
と
浄
世
夫
彦
の
玉
叟
が
加
え
ら
れ
て

い
る
い
.
ず
れ
も
同
研
究
所
の
数
万
点
化
の
ぽ
る

貴
重
な
資
料
ゆ
J
U
と
に
し
て
書
か
れ
六
も
の
で
、

戦
前
の
キ
リ
キ
ト
教
社
公
問
題
を
研
究
す
る
者
に

は
堂
肌
の
書
と
な
ろ
う
。

篠
田
一
人
、
・
(
文
学
部
教
授
)
人
問
学
と
し
て
の

哲
学
」
発
行
所
京
都
、
法
律
文
化
社
、
 
A
5
版

二
七
三
頁
定
価
六
八
0
円

「
哲
学
的
知
識
と
思
考
の
世
界
へ
の
案
内
書
」
と

し
て
書
か
れ
た
本
書
は
第
一
部
「
哲
学
の
概
念
と

そ
の
歴
史
的
変
遷
」
、
第
二
部
「
人
間
学
と
し
て

の
折
晟
ナ
」
ω
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第

^
^
は
、
い
^
.
は
、
^
〕
^
^
^
に
当
た
る
も
^
一
じ

哲
¥
、
の
定
義
、
哲
学
と
哲
学
史
な
ど
哲
学
概
念
の

、

、

V
況
明
お
よ
び
ギ
リ
シ
ア
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る

ま
で
の
哲
学
思
想
の
系
学
の
ぺ
、
第
二
部
へ
の

導
入
部
の
役
割
を
果
九
し
て
い
る
。
第
二
部
で
、

箸
者
は
「
歴
史
的
人
問
学
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

則
論
を
展
開
し
、
内
容
的
に
も
、
量
的
に
も
本
書

の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
今
日
の
薪
忌
十

光
お
け
る
人
間
と
歴
史
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら

れ
、
と
く
κ
人
問
学
の
諸
問
題
に
関
す
る
思
祭

考
察
き
れ
て
い
ろ
著
者
に
ょ
れ
ば
、
現
代
哲
学

の
中
心
問
題
は
人
間
存
在
の
根
本
原
即
を
探
究
す

る
こ
と
で
あ
る
そ
し
て
、
そ
の
際
「
人
間
を
、

幽
然
的
存
在
と
し
て
考
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

歴
史
の
中
の
存
在
と
し
て
理
解
す
る
、
し
と
が
火
W

で
あ
ろ
」
と
悦
き
、
歴
史
的
人
間
学
の
構
造
を
朋

ら
か
に
す
ろ
こ
と
に
ょ
勺
て
、
相
対
立
し
て
い
る

療
即
が
緊
張
し
、
抗
争
し
て
い
る
現
実
世
界
の

な
か
に
■
つ
て
、
不
安
と
破
局
忙
喧
面
し
て
い
る

人
間
の
牛
活
と
行
動
を
究
明
せ
ん
と
し
て
い
る
。

本
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
、
「
哲
学
概
論
」
で
は
な

い
が
人
閻
と
歴
史
の
問
題
に
ふ
れ
つ
つ
、
今
日
の

哲
学
思
想
の
問
題
点
を
解
悦
、
論
究
し
て
い
ろ
の

で
、
全
休
と
し
て
の
哲
学
の
姿
を
他
握
で
き
ろ
。

ま
た
、
き
わ
め
て
平
易
K
か
か
れ
、
引
用
文
献
も

人
手
し
や
す
い
も
の
托
限
っ
て
い
る
の
で
教
錠
耆

例
,
＼
批
評
的

.
、

こ
の
寓
は
近
来
の
良
著
と

(
半
)

と
し
て
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
代
一
論
人
集
発
行
所
、
時
事
通
估
社
、
 
B
6
版

西
六
頁
、
定
価
三
五
0
円

△
耆
は
明
治
の
三
大
新
聞
人
黒
岩
涙
香
を
小

野
秀
雄
、
「
得
肇
は
阿
部
賢

渡
辺

、

二
山
」
を
笠
信
太
郎
の
.
氏
に
ょ
り
執
筆
。
い
ず

れ
も
一
流
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
経
験
も
あ
り
、

浄
々
た
ろ
評
論
家
。
各
編
毎
に
、
評
伝
と
文
他

別
け
て
掲
載
き
れ
、
又
需
麗
、
.
劣
K
し
て
簡

に
し
て
明
。
剛
部
賢
一
博
十
(
校
友
)
は
昧
峯
の

女
嫡
北
し
て
本
人
を
悉
知
せ
ら
れ
る
最
適
の
人
、

却
て
批
判
し
難
い
と
蛭
怒
し
た
か
、
そ
の
筆
端

は
馬
父
忙
対
し
て
遠
慮
な
く
メ
ス
を
振
っ
て
い
る

こ
と
は
見
上
げ
九
も
の
各
章
に
氏
独
特
の
見
解

に
興
味
走
そ
そ
る
特
に
殊
翁
の
終
戦
前
後
の
動

静
は
悲
劇
的
場
仰
で
あ
る
が
、
せ
き
ら
ら
に
記
城

き
れ
、
し
か
も
有
史
以
来
百
巻
の
修
史
を
元
成
さ

れ
た
そ
の
勇
猛
心
と
忍
耐
と
第
力
に
院
嘆
の
、
円
を

発
す
る
の
は
、
た
だ
に
笹
老
の
み
で
な
い
翁
は

新
聞
記
者
の
職
分
.
二
種
と
し
て
次
の
如
く
評
し
て

い
る

田
く
、
代
表
的

日
く
、
指
導
的

推
将
人
に
仙
い
す
る
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